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背　景

　近年，X線を使用する画像診断検査
において，被ばく線量低減の考えとデジ
タル撮影が主流となっている。特に一般
撮影は，X 線画像診断の基本であり，
各診療科の一次検査として撮影が行わ
れている状況である。このような中で，
幅広い要望の撮影に対応するためには，
迅速な診断を行う検査効率の向上と，
付加価値の高い診断情報を提供するこ
とが必要となってきた。
　当院では，一般（四肢，椎体）撮影装
置の更新にあたり，フラットパネルディ
テクタ（FPD）装置の導入について検討
を行った。その結果，高い検出量子効
率（detective quantum efficency：
DQE）により被ばく線量の低減が図られ
ること，FPDの特長である広いダイナミッ
クレンジにより，コントラストが良く，
診断価値の高い安定した画像が得られ
ること，歪みのないデジタル画像が得ら
れることから，FPD装置に更新すること
に決定した（図1）。さらに，デジタル画
像の能力を最大限に発揮するためには，
X線制御系や画像処理系をトータルなシ
ステムとして構築することが必要であり，

れにより，従来からある CR 搭載装置 
3台（立位・臥位ブッキー装置2台と立
位ブッキー装置1台）は，主に胸部，腹
部検査で使用することにし，FPD搭載
装置（Discovery XR650）は骨撮影（頭
部，四肢，椎体，骨盤）で使用する構
成とした。

基礎検討

　トモシンセシス撮影にあたり断層厚の
検討を行った。RMI Tomographic 
Test Tool Model 132（以下，ファント
ム：図2）を使用し，振り角度（スイー
プ角度）20°と40°で検討した（スイープ
角度30°の実験は今回行っていない）。
　方法は，金属製の数字が高さ方向に
1mm間隔で埋め込まれているファント
ムを，スイープ角度 20°と 40°で撮影 
し，検出器（FPD）面から15cmの高さ
で数字の焦点が合っている断層面の範
囲を，目視により診療放射線技師が評

“新しい臨床応用”と“高画質”，そして
“高い生産性”を考慮すると，FPD装置
が欠かせないと考えた。
　以上のことを踏まえて，2011年5月に
GE社製の「Discovery XR650」が導入
された。更新装置の構成内訳は，“Vol-
umeRAD”（以下，トモシンセシス），

“オートイメージペースト”（長尺撮影），
“デュアルエネルギーサブトラクション”
の各アプリケーション機能を搭載した装
置（立位，臥位FPD）と，ポータブルディ
テクタ（フライヤ）を装備した装置が2台，
トモシンセシスとデュアルエネルギーサ
ブトラクションを装備した装置が1台（立
位，臥位FPD），デュアルエネルギーサ
ブトラクションを搭載した装置が1台（立
位，臥位兼用ポータブルディテクタ）の
合計4台の装置となった。
　これら4台の装置（合計10枚のFPD
を使用）ですべての撮影検査を行うため
に，いままでCR撮影で行っていた撮影
補助具の見直しと，整備を行った。こ
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図2　�ファントム：RMI�Tomographic�Test�Tool�Model�132

1． 検出量子効率（detective quantum efficency：DQE） 
が高い。

2．ダイナミックレンジが広い。
3．歪みのない，高品質なデジタル画像

図1　フラットパネルディテクタ（FPD）の特長
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5．一般撮影におけるトモシンセシスの有用性

一般撮影（整形外科領域含む）に 
おけるトモシンセシスの初期使用経験

【Discovery XR650：VolumeRAD】

Ⅲ トモシンセシスの臨床応用（臨床研究）




